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令和６年度予算のあらまし
○一般会計…特別会計、企業会計以外の全ての歳入・歳出を経理。
　行政運営の基本的な経費を計上する会計
○特別会計…国民健康保険や介護保険など、その事業に要する経

費が保険料など特定の収入で原則賄われる会計
○企業会計…民間企業と同じように原則としてサービスの提供で

収益を上げ、その収益で費用を賄う事業の会計。仙台市には下
水道、バス、地下鉄、水道、ガス、病院の各事業があります

令和６年度（前年度比）
一般会計     6,481億円　（334億円増加）
特別会計     3,180億円　（23億円減少）
企業会計     2,575億円　（34億円増加）

合計 １兆2,236億円 （345億円増加）

●令和６年度の会計別の予算規模

※グラフは作成中です

※グラフは作成中です

●歳入内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は令和５年度当初予算の金額

歳入総額
6,481億円
〔6,147〕

市税 
2,285

〔2,267〕諸収入
369〔364〕

繰入金
536〔448〕

市債 
705

〔631〕
国庫支出金 

1,232
〔1,205〕

地方消費税交付金
268〔284〕

地方交付税
298〔224〕

その他
315

〔243〕

県支出金
317〔326〕

●【目的別】歳出内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は令和５年度当初予算の金額

土木費
651

〔604〕

公債費
591

〔587〕

歳出総額
6,481億円
〔6,147〕

健康福祉費
2,486

〔2,456〕

経済費 
294〔299〕

総務費 
547〔451〕

諸支出金 
98〔81〕

教育費
1,161

〔1,049〕

消防費 
173〔151〕

市民費 
241〔253〕

環境費 
206〔179〕

その他 
33〔37〕

（単位：億円）

令和２ ５４３ ６

その他

投資的経費

物件費

補助費等

人件費

扶助費

公債費 義
務
的
経
費

貸付金

5,764 5,929

1,218 1,219

1,259 1,326 

612 580
604 666
785 957
417 378 
578 574

291 229

　一般会計では、保育施設等への給付費や学校建設費等
の増加などにより、前年度比334億円増の6,481億円と、
当初予算では過去最大の規模となりました。
　また、特別会計は公債管理特別会計における公債費の
減少などにより23億円減少、企業会計は高速鉄道事業
における建設改良費の増加などにより34億円増加し、
一般会計・特別会計・企業会計を合計した市全体の予算
総額は１兆2,236億円と、震災以降引き続き１兆円を超
える規模となりました。

1,168 1,263

1,339 1,451

584 589
766

934

378
485

6,147
6,481

611
629

240
202

1,061
928

使用料および手数料
156〔155〕

　市税収入は、土地に係る評価替えによる固定資産税の
増加などにより、18億円増加しました。また、国庫支
出金は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の増
加などにより、27億円増加しました。

市税収入や国庫支出金が増加歳 入

予算についてのお問い合わせは
財政企画課☎214･8111、FAX262･6709、
または市ホームページ 仙台市の財政 検索検索⬅⬅

【目的別の歳出】　保育施設等への給付費などが増加した
健康福祉費が2,486億円（38.4％）となり、最も大き
な割合を占めました。次いで学校建設費等が増加した教
育費が1,161億円（18.0％）、土木費が651億円（10.0
％）、公債費が591億円（9.1％）となりました。
【性質別の歳出】　人件費、社会保障関係費等の扶助費、
借入金の返済である公債費を合わせた義務的経費は、職
員の退職手当の増加や、子育て関連の事業費の増加な
どにより、前年度に比べて212億円の増加となりました。
また、投資的経費は、学校建設費等が増加したことなど
により、前年度に比べて168億円の増加となりました。

歳 出 義務的経費・投資的経費ともに増加
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●【性質別】歳出額（一般会計）の推移
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　本市の財政は、物価高騰の影響によるコストの増加に
加え、社会保障関係費や公共施設の長寿命化対策等に係
る費用が増加していく見込みであることから、将来にわ
たり持続的な財政基盤を確立していくことが重要となっ
ています。
　このような中、本年度予算においては、基本計画に掲
げる都市像「"The G

グ リ ー ネ ス ト
reenest C

シティー
ity" SENDAI」の実現に

向け、「未来の担い手を育み、生き生きと学べる環境の
充実」、「都市個性を生かした賑

にぎ
わい・活力の創出とグロ

ーバルな魅力の発信」、「安全・安心な暮らしを支え、自
分らしく輝ける活躍の応援」の３つを柱に据え、重点的
な予算配分を行い、各般の施策に取り組んでいきます。

３つの柱を基軸に重点的な予算配分
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紙へリサイクルできますので、 雑誌として分別してください


